
研究会（読書会）のご案内 

 

日本ギャスケル協会では、2012 年から研究会を開いています。事前にお願いした発表者

の方に、ギャスケル作品のご担当部分について、読後感や注目した点などをご発表いただ

いております。発表後には、和気あいあいとした雰囲気のなかで、議論が発展したり、新

たな視点が提示されたりと、自由で楽しい意見交換が行われております。 

研究会発足当初は、それまで取り上げられることが少なかった短編、中編について研究

会を開き、その成果として、2016 年に『ギャスケル中・短編小事典』を、2019 年には『ギ

ャスケル作品小事典』を開文社から出版しました。この小事典の出版で、ひとまず中編・

短編の作品をほぼ全般にわたって取り上げましたので、その後は長編小説を、出版年度順

に講読してまいりました。現在は、当協会で出版いたしました『ギャスケル全集』のうち、

『北と南』の改訂訳の出版を目指して、読書会を続けております。 

研究会は、原則として奇数月の第二日曜日に、オンラインで開催（Zoom）されています。

詳しい日時や Zoomのアクセス先につきましては、会員の皆様に対して事務局より、本協会

メーリングリストを通じてご案内申し上げております。会員以外の方のご参加も歓迎して

おります（詳しくは、このページの末尾をご参照ください）。皆様のご参加をお待ち申し上

げております。 

日本ギャスケル協会会長 閑田 朋子 

 

 

  

 平成 24年 5月、7月 “The Well of Pen-Morfa” (1850) 

9月、11月 “The Moorland Cottage” (1850) 

 平成 25年 1月、3月 “The Heart of John Middleton” (1850)   

3月 “Mr. Harrison's Confessions” (1851) 

5月 “Libbie Marsh’s Three Eras” (1847) 

7月 “The Sexton’s Hero” (1847)  

9月 “Hand and Heart” (1849)  

11月 “Disappearances” (1851) 

 平成 26年 1月 “Bessy’s Troubles at Home” (1852)  

3月 “The Old Nurse’s Story” (1852) 

5月 “Cumberland Sheep-Shearers” (1853) 

7月 “Morton Hall” (1853) 

9月 “My French Master” (1853) 

11月 “The Squire’s Story” (1853) 

 平成 27年 1月 “Company Manners” (1854) 



3月 “An Accursed Race” (1855) 

5月 “Half a Lifetime Ago” (1855)       

7月 “The Poor Clare” (1857)  

9月 “The Doom of Griffiths” (1858) 

11月 “My Lady Ludlow” (1858) 

   平成 28年 1月 “Right at Last” (1858)          

3月 “Manchester Marriage” (1858) 

5月 “The Half-Brothers” (1856) 

7月 “Lois the Witch” (1859) 

11月 “The Crooked Branch” (1859 ) 

  平成 29年 1月 “Curious if True” (1860) 

3月 “The Grey Woman” (1861) 

5月 “Six Weeks at Heppenheim” (1862） 

7月 A Dark Night’s Work (1863) ※12 時より 30回記念会開催予定          

9月 “The Cage at Cranford” (1863） 

11月 “Crowley Castle” (1863) 

  平成 30 年 1月 Cousin Phillis (1863) 

3月 “French Life” (1864) 

5月 “Bran” (1853)  

7月 “The Shah’s English Garden” (1852) 

9月 “The Last Generation in England” (1849) 

11月 “Clopton Hall” (1840) 

  平成 31 年 1月 “Sketches among the Poor: No. 1” (1837)   

“On Visiting the Grave of My Stillborn Little Girl” (1906) 

 3月 “My Diary” (1923) 

 5月 “Sketches among the Poor: No. I” (1837) 

 7月 “Shams” (1863)  

 9月 台風のために中止 

11月 “Emerson’s Lectures” (1847) 

令和 2年 1月 “Disappearances” (1851) 

             3月 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止  

5月 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

7月 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

9月 The Life of Charlotte Brontë (1857) 

11月 Mary Barton (1848) 1-7※ 矢嶋瑠莉 

令和 3年 1月 Mary Barton (1848)  8-13 鈴江璋子 



3月 Mary Barton (1848)  14-20 大前義幸 

5月 Mary Barton (1848)  21-29 大前義幸 

7月 Mary Barton (1848)  30-38 大野龍浩 

9月 Ruth (1853)  1-6 鈴江璋子 

11月 Ruth (1853)   7-12 矢嶋瑠莉 

令和 4年 1月 Ruth (1853)  13-18 大前義幸 

3月 Ruth (1853)  19-24 太田裕子 

5月 Ruth (1853)   25-30 大野龍浩 

7月 Ruth (1853)   31-36 芦澤久江 

9月 Cranford (1853)   1-4 長浜麻里子 

11月 Cranford (1853)   5-8 関口章子 

令和 5年 1月 Cranford (1853)    9-12 村上幸大郎 

3月 Cranford (1853)   12-16 木村正子 

5月 North and South (1854-55) 1-4 矢嶋瑠莉、宇田朋子 

7月 North and South (1854-55) 5-8宇田朋子、閑田朋子 

9月 North and South (1854-55) 9-12 大前義幸 

11月 North and South (1854-55) 13-16 村上幸大郎、大田美和 

令和 6年 1月 North and South (1854-55) 17-20 大田美和、長浜麻里子 

3月 North and South (1854-55) 21-24 長浜麻里子、松浦愛子 

5月 North and South (1854-55) 25-28 中越亜理紗、河井純子 

7月 North and South (1854-55) 29-32 河井純子、江澤美月 

9月 North and South (1854-55) 33-36 早川友里子、齊木愛子 

11月 North and South (1854-55) 37-40 齊木愛子、濱奈々恵、金山亮太 

令和 7年 1月 North and South (1854-55) 41-44 金山亮太、木村正子 

3月 North and South (1854-55) 45-48 太田裕子、足立万寿子 

5月 North and South (1854-55) 49-52 足立万寿子、遠藤花子、大野龍浩 

※ 章を表します。 

 

会員外の方も歓迎いたします。参加希望の方は Zoom URL 等をお送りいたしますので、以

下までご連絡ください。 

研究会担当 大前義幸 (a.omae0615@gmail.com) 
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